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１． 研究課題

福島第一原子力発電所の廃止措置を，実効性の高い技術に基づき実現することを目指して，

高放射線環境等原子力特有の条件を地盤工学に融合し，原子力発電所の現状から廃炉までの

時間軸を考慮して，「土・地盤の放射線遮蔽性能を活用したデブリ取出し補助技術と掘削技術

の適用評価，それに基づく実効性の高い数種類のデブリ処理メニューの提示」を行う．

また，これらの技術を体系化し，原子力技術者と協働できる新しい地盤工学技術者の育成

プログラム「廃炉地盤工学」の一単元を提供することを目的とする．なお，本研究は，文部

科学省「国家課題対応型研究開発推進事業」『廃止措置研究・人材育成等強化プログラム』に

採択された「福島第一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを想定した地

盤工学的新技術開発と人材育成プログラム」（代表：公益社団法人 地盤工学会）の再委託研

究の一環として進める．

２． 主な研究成果

平成 29 年度は，福島第一原子力発電所のデブリ取出し補助のためのガンマ線と中性子線両

方の遮蔽性能を有する超重泥水や，構内除染廃棄物の一時仮置き施設のためのガンマ線遮蔽

性能と遮水性能の両方を保有する覆土材の仕様設計に資するため，各材料仕様に応じて取得

した放射線遮蔽データを拡充するとともに，一次データベースの作成を行った．また，超重

泥水の充填施工性評価実験装置と液圧測定のできるタクタイルセンサシステムを用いて超重

泥水の充填施工性および安定性を検討し，水ポテンシャル測定装置により覆土材の保水性能

を定量評価した．上記の成果を，各材料の仕様に応じて整理し，廃炉プロセス技術シナリオ

を支援するための新技術メニューを作成した．具体的な内容は，以下の通りである．

(1)各超重泥水のガンマ線・中性子線遮蔽性能の一次データベースの構築

(2)各覆土材料のガンマ線・中性子線遮蔽性能の一次データベースの構築

(3)タクタイルセンサシステムを用いた超重泥水の充填施工性および安定性評価（図 1 および

図 2参照）

(4)水ポテンシャル測定装置を用いた覆土材料の保水性能評価

(5)廃炉プロセス技術シナリオを支援するための新技術メニューとしての超重泥水および覆

土材の活用方法と層厚設計法の構築（図 3および図 4参照）
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図 1 タクタイルセンサによる Gs=1.8 の圧力分布の経時変化

図 2 容器側面における圧力の経時変化

図 3 ガンマ線低減率と土質材料の総透過密度の関係 図 4 ガンマ線遮蔽設計フロー
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５． 研究活動の課題と展望

デブリ取出し補助のためのガンマ線と中性子線両方の遮蔽性能を有する超重泥水や，構内

除染廃棄物の一時仮置き施設のためのガンマ線遮蔽性能と遮水性能の両方を保有する覆土材

の仕様設計に資するため，各材料仕様に応じて取得した放射線遮蔽データの一次データベー

スの拡張を行う．また，各材料仕様に応じた施工性を評価するため，平成 29 年度までに導入

した超重泥水の充填施工性評価実験装置とタクタイルセンサシステムを活用するとともに平

成30年度に導入するテクスチャーアナライザーでは詳細な超重泥水の充填施工性と安定性を，

平成29年度までに導入した保水性試験装置および水ポテンシャル測定装置では覆土材の保水

性をそれぞれ定量測定し，一次データベースの作成を行う．上記の成果については各材料の

仕様に応じて整理し，廃炉地盤工学委員会で進める廃炉プロセス技術シナリオを支援するた

めの新技術メニューへの導入を行う．


